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 レッシングは『ハンブルク演劇論』第 20 号で、フランス劇を演じたヘンゼル夫人、レーヴ
ェン夫人、エクホーフの演技評をし、続いて『アマーリア』について劇評を書いている。3 
 
1 本論考は 2019 年 6 月 2 日、日本演劇学会全国大会（於 成城大学）において行なった口頭
発表の原稿に加筆修正したものである。 
2 Christian Ernst Weiße und Samuel Gottlob Frisch (Hrsg.): Christian Felix Weißens Selbstbiographie. 
Leipzig: bei Georg Voß 1806, S. 102. 
3 Lessing, Gotthold Ephraim: Hamburgische Dramaturgie, 20. Stück. In: Gotthold Ephraim Lessing 
Werke und Birefe. K. Bohnen u. W. Barner (Hrsg.). Bd. 6. Frankfurt am Main: Deutscher Klassiker 












ずに、大変興味深い場面のきっかけになることがあるのだ。第 V 幕 5 場はこうした類の





























をもらい（エクホーフよりヴァイセ宛手紙 1756 年 2 月 26 日付）、エクホーフとヴァイセの







































5 Weiße, Christian Felix: Amalia. In: Lustspiele von C. F. Weiße. Zweiter Theil. Carlsruhe: bey 
Christian Gottlieb Schmieder 1778, S. 244. 




















前景の人々（フリーマンはむきだしの短剣をもって小部屋から飛び出し、マンレーに   
突進する。） 
  フリーマン: 死ね。この女たらしめが！ 
  ハーティ: （ドアから入って、行く手をさえぎる。） 
  待ちなさい。何をなさるのですか、不幸な方。 
  フリーマン: 行かせてくれ。私はその不貞に値するだけの報いを返したいのだ。 
  マンレー: ああ、フリーマンさん、フリーマンさん、アマーリアのことはもうお忘  
れですか。 
  フリーマン: 何ということか。アマーリアかい？ 
  ハーティ: そうです。アマーリアです。マンレーと彼女は同一人物なのですから。 
  マダム・フリーマン: 私、死んでしまいそう。 
  フリーマン:（マンレーに近づく。）そんなことがあるものか。いや、いや。私をだまそ



















                       

















8 Lukas, Wolfgang: Anthropologie und Theodizee. Studien zum Moraldiskurs im deutschsprachigen 
Drama der Aufklärung (ca. 1730 bis 1770). Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht 2005, S. 313.
9 Weiße, Christian Felix: Amalia. In: Lustspiele von C. F. Weiße. Zweiter Theil. (Neu überarbeitet) 





 劇構造をさらに比較してみよう。五幕市民悲劇『ミス・サラ･サンプソン』は、I 幕は 9 場

















がら、対決と正体暴露の場は IV 幕 8 場まで引き延ばされ、そこが葛藤の頂点となっている。
父と娘が同じ宿屋にいながら、手紙によるやりとりのため、結婚の許しがなかなか伝わらな















 第 I 幕はわずか 4 場構成である。レッシングはドラマの種明かしを IV 幕、V 幕に置いて









 第 II 幕は 6 幕構成。カップルは借金でけんかが続き、会話は悲劇的である。しかし、マ
ンレーの話になると二人とも明るくなる。女将のおしゃべりから、観客には手紙の秘密が明





























11 Zander, Claus-Guenther: Christian Felix Weiße und die Bühne. Ein Beitrag zur Theatergeschichte 

















をいきなり申し出たりするのは、それが IV/4 場や V/5 場におけるマダムの非難の言葉に替
わってしまい、マンレーが情事をあてにするような伊達男に見えてしまうとレッシングは
受け取ったのである。 




ク夫人の動きに注目していたのではないだろうか。この劇評から 4 ヶ月後の 1767 年 9 月 30
日、ハンブルク国民劇場でレッシングの喜劇『ミンナ・フォン・バルンヘルム』が初演され
ている。くしくも主人公ミンナはアマーリアのように恋人の所在を探してベルリンの宿屋
を訪ねる積極果敢で聡明な女性である。また、『ハンブルク演劇論』第 73 号（1768 年 1 月








12 Hinck, Walter: Das deutsche Lustspiel des 17. und 18. Jahrhunderts und die italienische Komödie. 
Stuttgart: Metzler 1965, S. 304. 
13  Gotthold Ephraim Lessing: Hamburgische Dramaturgie. Klaus L. Berghahn (Hg.) Stuttgart: 
Reclam 2013, S. 594, Weiße から Ramler 宛の手紙 1767 年 6 月 17 日付。 
14 Lessing, Gotthold Ephraim: Hamburgische Dramaturgie, 73. Stück.（脚注 3 参照）In: Gotthold 





ヴァイセと 18 世紀ドイツ文学の関係を研究した 19 世紀のヤーコブ・ミノールによれば、
この作品は当時の批評では一致して称賛されていたという。クロッツ文庫では最良の感動









喜劇を 1766 年、1767 年に何度も舞台にかけ、それを契機にヴァイセの他の作品『ロメオと
ユーリア』、『リヒャルトⅢ世』等も舞台化が続いた。アッカーマン座の上演記録では、ヴァ
イセ劇の上演回数は、首位のヴォルテール劇 95 回に次いで 69 回に達して第 2 位であり、
レッシング劇の 50 回を上回る程の人気ぶりであった。17 
『ハンブルク演劇論』におけるレッシングのヴァイセ批評以後、例えばアッカーマン座で
は『アマーリア』以外のヴァイセの他の劇もハンブルクのみならず、ブラウンシュヴァイク、









（こばやし えきこ、広島大学大学院文学研究科教授）  
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1895. (Kraus Reprint Nendeln/ Liechtenstein 1978), S. 357-382. 
17 Vgl. Eichhorn, Herbert: Konrad Ernst Ackermann. Ein deutscher Theaterprinzipal. Ein Beitrag zur 
Theatergeschichte im deutschen Sprachraum. Emsdetten/ Westf.: Verlag Lechte 1965, S.219-274。こ
こでは特に S. 274. 
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